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高
山
陣
屋
歴
史
教
室
の
夕
べ

　

夜
の
高
山
陣
屋
を
体
験
す
る
貴
重
な

催
し
で
す
。
今
年
は「
豊
田
郡
代
が
み

た
高
山
の
盆
踊
り
」と
題
し
て
、「
豊
田

友
直
日
記
」を
講
読
す
る
研
究
会
メ
ン

バ
ー
が
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日

８
月
20
日
㈫

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所

高
山
陣
屋（
八
軒
町
１
）

定
員

50
人（
先
着
順
）

参
加
料

無
料（
入
館
料
も
不
要
）

申
込

８
月
16
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

　
　
　

に
TEL
・
FAX
（
氏
名
、電
話
番
号
、

　
　
　

参
加
人
数
を
明
記
）

問
合

高
山
陣
屋
管
理
事
務
所

　
　
　

☎
32‒

０
６
４
３

　
　
　

℻  
32‒

０
６
１
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
夏
祭
り

　

ホ
ー
ム
の
利
用
者
が
地
域
の
方
と

一
緒
に
ふ
れ
あ
う
夏
ま
つ
り
で
す
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
や
盆
踊

り
、
各
種
バ
ザ
ー
、
無
料
の
ゆ
か
た

着
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

期
日

８
月
18
日
㈰

時
間

午
後
３
時
〜
９
時

場
所

花
里
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
花
里
町
１
）

問
合

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

☎
32ｰ

０
３
９
４

平
湯
温
泉
猿え

ん

満ま
ん

ま
つ
り

　

奥
飛
驒
温
泉
郷
の
中
で
最
も
古
い

歴
史
を
持
つ
平
湯
温
泉
。
戦
国
時
代
に

疲
労
と
毒
霧
で
動
け
な
く
な
っ
て
い

た
武
士
が
、
白
猿
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
温
泉
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
と
い

う
伝
説
に
ち
な
み
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間

８
月
２
日
㈮
ま
で

時
間

午
後
８
時
〜

場
所

平
湯
神
社（
奥
飛
驒
温
泉
郷
平
湯
）

問
合

平
湯
温
泉
観
光
案
内
所

　
　
　

☎
０
５
７
８‒

89‒

３
０
３
０

福
地
温
泉
夏
ま
つ
り

　

市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
獅
子
舞「
へ
ん
べ
と
り
」を
毎
晩

実
演
し
ま
す
。

期
間

８
月
25
日
㈰
ま
で

時
間

午
後
８
時
30
分
〜

場
所

昔
ば
な
し
の
里

　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
福
地
）

問
合

奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

　
　
　
☎
０
５
７
８‒

89‒

２
６
１
４

新
平
湯
温
泉

「
奥
飛
驒
・
夏
物
語
」

　

絵
馬
市
や
伝
統
芸
能
の
実
演
が
あ

り
ま
す
。

期
間

８
月
９
日
㈮
〜
17
日
㈯

時
間

午
後
８
時
30
分
〜

場
所

神
明
神
社

　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
一
重
ヶ
根
）

問
合

奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

　
　
　

☎
０
５
７
８‒

89‒

２
６
１
４

飛
驒
高
山
砂
金
採
り
選
手
権

大
会

　

ゴ
ー
ル
ド
パ
ン
を
使
っ
て
砂
の
中

か
ら
砂
金
を
探
す
速
さ
を
競
う
大
会

で
す
。

　
一
般
部
門
と
ジ
ュ
ニ
ア
部
門（
中
学
生

以
下
）、
親
子
ペ
ア
部
門
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、優
勝
者
を
予
想
す
る
砂
金
ダ
ー

ビ
ー
や
砂
金
グ
ッ
ズ
の
当
た
る
ゲ
ー
ム

も
あ
り
ま
す
。

期
日

９
月
15
日
㈰

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
よ
り
）

場
所

道
の
駅
パ
ス
カ
ル
清
見

　
　
　
（
清
見
町
大
原
）

参
加
料

一
般
部
門
１
，２
０
０
円
、ジ
ュ

　
　
　

ニ
ア
部
門
７
０
０
円
、
親
子

　
　
　

ペ
ア
部
門
１
，０
０
０
円

申
込

９
月
14
日
㈯
の
午
前
中
ま
で
に

　
　
　

TEL
・
MAIL（
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

　
　
　

電
話
番
号
、
参
加
部
門
を
明

　
　
　

記
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

問
合

お
っ
ぱ
ら
夢
組
合

　
　
　

☎
０
５
７
６‒

69‒

２
４
５
５

M
ail:info@

hidayum
e.com

　子どもたちの科学に対する関
心を高め、さらに「ものづくり」を
通じて職業意識を育成すること
を目的として開催します。
　科学体験や科学実験ショーな
ど、さまざまな体験を用意してい
ます。参加無料、事前申込不要で
す。ぜひご参加ください。
日時 8月9日㈮  9：00～12：00
※11：00までに入場してください
場所 高山工業高等学校体育館
　　　（千島町）
対象 市内小学3年生～
         中学３年生
問合 生涯学習課 ☎35-3155
※この事業は「企業版ふるさと
　納税」を活用して実施してい
　ます。
寄附企業：株式会社十六銀行、
株式会社近畿日本ツーリスト中部

「消防感謝祭」
第68回岐阜県消防操法大会
　各地の予選を勝ち抜いてきた県下28消防
協会29隊による県消防操法大会が開催され
ます。高山市からは市大会で優勝した丹生川
支団白井班と準優勝の高山支団八幡班が出場
します。
　会場では、バザーも出店されます。ぜひご
来場いただき、消防団員の日ごろの訓練の成
果をご覧ください。
日時 8月4日㈰　8：00～17：00
場所 飛驒エアパーク（丹生川町北方）
問合 消防総務課　☎34-3792

傘をごみとして出すときの
お願い
　市では、循環型社会形成の推進に取り組
んでおり、市民の皆さまにもごみの分別に
ご協力いただいています。
　現在、傘は不燃ごみとしてそのまま出し
ていただいていますが、骨組みと生地を分
けることで、金属のリサイクル率が向上しま
す。
　カッターを使って簡単に取り外しできるビ
ニール傘などについては、分別して出して
いただくようご協力をお願いします。
　なお、外した生地は可燃ごみ、骨組みは
不燃ごみとして出してください。
※現在、世界中でプラスチックごみの削減に
　向けて取り組みが進められています。まだ
　使える傘などをすぐ「ごみ」にせず、できる
　だけ長く大切に使用するようご協力をお
　願いします。
問合 資源リサイクルセンター  ☎35-1244

①傘の先の生地をカッター
   などで切ります

②そのまま持ち手の方に
   引き抜きます

③外した生地は可燃ごみ、
　骨組みは不燃ごみへ

子ども夢創造事業
科学ひろば科学ひろば


